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（２）著書・解説など ／ Book Editions, Review Papers 
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8. Otake, Y., “RIKEN Accelerator-Driven Compact Neutron Systems and RANS Project-
RANS Upgrade and Achievements for a Preventive Maintenance”,4th Global Webinar on 
Materials Science and Engineering (GWMSE-2022), June (2022).  Organizing 



Committee Member and Plenary Speaker 
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催), 北⼤、オンライン, 4 ⽉ 21 ⽇ (2022). 
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1. 理研シンポジウム, “2022 年度 RANS シンポジウム「ついに始まった中性⼦現場利⽤

- 中性⼦のものづくり・インフラ産業での利⽤とサイエンスへの挑戦 -」”, 和光, 11 ⽉
30 ⽇ (2022). 

2. Work Shop, “6th Joint Workshop of RIKEN RAP and JCNS”, RIKEN, Wako, Saitama, 
Japan, (online),12 ⽉ 2 ⽇ (2022). 

3. International Symposium “9th Union for Compact Accelerator-Driven Neutron Source 
(UCANS9)”, RIKEN, Wako, Saitama, Japan, (online),3 ⽉ 28-31 ⽇ (2022). 



4. 第 55 回理研セミナー 中性⼦シリーズ「X 線・中性⼦回折の基礎、装置開発と応⽤  ー
⽇本の中性⼦科学の変遷ー」, 野⽥幸男, 名誉教授 東北⼤学, 和光市, ハイブリッ
ド,20230323 

5. 第 54 回理研セミナー 中性⼦シリーズ「IAEA activity」,Danas Ridikas ,IAEA, 和光市, 
ハイブリッド,20230130 

6. 第 53 回理研セミナー 中性⼦シリーズ「Neutron scattering in Sweden: A look into liquid 
flow」Max_Wolff, Professor in Uppsala University, Sweden, 和光市, ハイブリッド
202201107 

7. 第 52 回理研セミナー 中性⼦シリーズ放射光利⽤による「応⼒」を中⼼とした材料強度
評価, 菖蒲敬久, 教授, 国⽴研究開発法⼈ ⽇本原⼦⼒研究開発機構 中性⼦材料解析
研究ディビジョン, 階層構造研究グループ グループリーダー, 和光市, ハイブリッ
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1. 岩本ちひろ, “ ⾶跡検出による速中性⼦エネルギー分布検出⼿法”, 特願 2022-069011, 

2022 年 4 ⽉ 19 ⽇. 
2. 池⽥裕⼆郎, “ 炭素構造体”, 特願 2022-161968,  2022 年 10 ⽉ 6 ⽇.（インキュベーシ

ョンアライアンス、JAEA とのグラフェンの共願。） 
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1. プレスリリース、早稲⽥⼤学, ⼤阪⼤学, 理化学研究所, 京都⼤学, 岡⼭⼤学, 科学技術

振興機構 ⽚岡淳, 豊嶋厚史, 加藤弘樹, ⾓永悠⼀郎, 松永恵⼦, ⼩林知洋, 若林泰⽣, ⾼
宮幸⼀, 上⽥真史, “ 様々な元素の分布を可視化する「放射化イメージング」に成功−こ
れまで難しかった薬物動態の可視化など、診断・治療への応⽤に期待− ”, 2022 年 11 
⽉ 9 ⽇ 

2. プレスリリース、岩本ちひろ、髙村正⼈、⼤⽵淑恵, “ ⼩型中性⼦源で鋼材内部の応⼒の
測定が可能に−現場での応⼒測定実現へ向けた技術開発− ”, 2022 年 5 ⽉ 17 ⽇ 


